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「市民自治」に向けた

栗原市コミュニティ支援策の方向性

栗原市 企画部 行政管理課 鈴 木 敬

Ⅰ．はじめに
（１）栗原市の概況

◇面 積・・・804.93平方キロメートル
（県内№１）

◇誕生日・・・平成１７年４月１日生まれ

◇人 口・・・78,250人

◇世帯数・・・24,661世帯 （H21.4月末時点）

森林441.22平方キロメートル、農用地189.82平方キロメートルと総面積の78％を森林・農用地が占める
広大な自然が広がる純農村地帯 （※参考「宮城県国土利用計画管理運営資料」

人口は、昭和３０年の136,195人をピークに右肩下がり・・・
逆に高齢化率は、H17.10.1現在：30.9％と、

すこぶる右肩上がり・・・
（※参考「国勢調査報告」）

おぎゃ！

栗原市

築館

若柳

栗駒

高清水

一迫 瀬峰

鴬沢

金成

花山

志波姫

９町１村の大合併！（けっこう難産だった!?）

（２）市政運営

市民が創る暮らしたい栗原市政理念市政理念 職員数職員数 1,574人 （H20.4.1現在）

財政規模財政規模 《H19年度決算》
歳入：399.5億円
歳出：391.8億円
（経常収支比率：89.4％）

財政力指数：0.345

組織体制組織体制 本 庁 １局 ６部 ５６課 ２室
総合支所 １０か所
支所・出張所 ２か所
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Ⅱ．栗原市のコミュニティ組織支援
（１）めざすべき姿（目標）

基本理念

『市民が創る
くらしたい栗原』

将来像
V.市民が
まちづくりを
楽しめるまち コミュニティが自主的に地域問題に取組み、

解決を目指す姿！

市民一人ひとりが生きがいを感じて
まちづくりに参加する姿！

！！

市民の力や地域力（ソーシャルキャピタル）を高め、市民と行
政との協働による満足度の高いまちを創りあげていくため、市民
と行政が栗原市の将来ビジョンを常に共問・共答できるシステ
ムを構築していく。

（２）めざすべき姿実現のための課題

◆社会課題
①バブル経済崩壊による経済成長の停滞 ②人口減少と高齢化
③価値観・市民ニーズの多様化
◆地域課題
①旧町村間での行政関与（依存度）や活動内容などに温度差がある
②組織単位が行政区単位、小学校区単位などの差が見られる
③旧町村の行政区をそのまま引き継いでいるが、世帯数に格差があ
り、小規模行政区でのコミュニティ機能の維持が大きな課題。
例）築館西町476世帯、花山荒谷13世帯（総数：255行政区）
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（３）コミュニティ組織の支援施策
地域コミュニティが自立的に活動し、自己決定できる基盤づくりのため、コミュニティ組織の
支援施策を展開する

① コミュニティ組織の整備

支援対象支援対象 コミュニティ組織・・・「自治会」と「コミュニティ推進協議会」

自治会自治会

◇行政区単位を基本とし、生活に身近な課題に
取り組む組織
◇地域実情も考慮するが、基本的には全戸加入
◇現在、２４７自治会が設立（全体の９７％）

コミュニティ推進協議会コミュニティ推進協議会

◇概ね小学校区を単位として事業実施する組織
◇構成エリア内に存在する自治会の連絡協議会としての
性質を持つ組織
◇各自治会の代表者等で構成

◇自治会とコミュニティ推進協議会の関係について

Ａ自治会

Ｂ自治会

Ｃ自治会

・各行政区内の事業をそれぞれ実施
・地域課題を解決

コミュニティ
推進協議会

・小学校範囲で事業実施
・自治会の連絡調整の場

代表者で構成

相互協力により
事業展開
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② コミュニティ一括交付金
◇地域の実情に即し、地域独自の発想に基づいたコミュニティ活動の推進
◇コミュニティ組織の基盤強化を図るため、一定の財政支援

制度の構成

Ａ．基本項目

◇自治会、コミュニティ推進協議会事業を実施するために必要な経費を助成するもの
（※３項目の中でもっとも使途の制限が少なく、組織の裁量で活用できる項目）

Ｂ．独自項目（※コミュニティ推進協議会のみ）
◇コミュニティ推進協議会が企画する事業に対する経費を助成するもの

Ｃ．選択項目

◇メニュー化したものを市から提示し、自治会等で選択し実施した経費を助成するもの

メニューメニュー ◆こども遊園施設管理事業
◆ごみ集積所設置事業
◆掲示板管理事業

◆対象外経費
○お弁当や懇親慰労の会等に係る経費
○交通費、宿泊費、費用弁償
○役員報酬等、組織運営に係る人件費

交付対象
◇自治会またはコミュニティ推進協議会
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Ａ．基本項目

交 付 金
算定根拠

交付上限額 ２４０，０００円

対象経費 コミュニティ推進協議会にて独自に実施する事業経費
（※事業件数、事業単価の制限はなし）

※交付金申請がコミュニティ推進協議会となる場合は、加入自治会

交 付 金
算定根拠

①均等割 ＠６０，０００円/自治会

②世帯割 ＠８００円×４月１日現在

対象経費 ※使途一例
・会議費、事務費等の運営経費
・各種事業経費（例：道路愛護事業、介護予防事業、
健康づくり事業、植栽整備事業、こども健全育成事業、
レクリェーション事業などの自治会独自事業経費）

Ｂ．独自項目
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Ｃ．選択項目

交 付 金
算定根拠

２８，０００円×実施個所数

対象経費 自治会やコミュニティ推進協議会エリア内にある、遊具の設置され
ている遊園敷地の維持管理経費
※使途一例：敷地の清掃、除草用具の購入

①こども遊園施設管理事業

交 付 金
算定根拠

設置等に係る経費の２／３を助成
（※交付額上限：２００，０００円）

対象経費 自治会やコミュニティ推進協議会エリア内にある、ごみ集積所の
設置・修繕・撤去に要する経費

②ごみ集積所設置事業

交 付 金
算定根拠

掲示板の新設・修繕・撤去の各１作業につき、
交付額３０，０００円を上限とし助成

対象経費 掲示板の新設・修繕・撤去に要する経費
（※設置・修繕の対象は、１行政区につき１掲示板。撤去について
はすべての掲示板が対象）

③掲示板管理事業
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（４）支援策の効果

（５）今後の展望

・・・「市民自治」の確立へ！

◆各自治会、コミュニティ推進協議会において、道路愛護作業や花植栽整備事業、
健康づくり事業、介護予防事業など、地域実情や地域ニーズに即した新たな事業
展開のきっかけとなった。
◆２０年度では、震災復興活動や防災マップの作成、広報紙の発行など、地域の
つながり再生に向けた取組みも生まれた。

◆将来における地域づくりの方向性、市民協働の理念の浸透を図りながら、自治会や
コミュニティ推進協議会の設立・整備に主眼を置いた方策を展開してきた。
◆支援策により、一定の効果が見受けられる一方、役員の固定化、後継者育成、男女
の役割格差など、地域コミュニティが抱える課題はまだ少なくない。
◆地域課題を地域自らが解決できるよう地域力をいかに高めていくかがポイント！
《市の役割》

◆地域力・組織力を高めるため、地域間での学び合いや相互協力を積極的に促すた
めの的確なアドバイス（ノウハウの提供）、仕掛け
◆「一括交付金制度」が地域づくりの有効なツールとして確立するよう、地域と行政と
の語らいの中で、常に改革・改善を行っていく。



2009/9/7

5

9

Ⅲ．とあるコミュニティ組織の実態

橋本
（69世帯）

熊谷
（122世帯）

大平
（125世帯）

間海
（28世帯）

南郷地区コミュニティ推進協議会

（１）組織形態

《行政区》

設 立 昭和５４年
構 成 旧町内の南郷区域に属する橋本・熊谷・大平・間海の４行政区

（※旧志波姫町の行政区数：１７地区）
役 員 ４地区の区長、公民館長（現自治会長）、婦人会長、老人クラブ会長、

スポーツ推進員、小・中学校ＰＴＡ会長
活動拠点 南郷地区コミュニティセンター
予 算 ４地区の毎戸からの会費、町補助金、事業収入等
活動内容 昔ながらのちっちゃな盆踊り大会、世代間グラウンドゴルフ大会、

どんと祭など
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（２）活動紹介

◇昔ながらのちっちゃな盆踊り大会

・毎年８月第２日曜日に実施
・催しもの
金魚すくい、わたあめ、ビール販売、
姫っこ踊り（よさこい）、盆踊りなど

協議会役員のうち、小・中学校ＰＴＡ会長を中心
とした実行委員会にて企画・運営
①やぐら設置・飾り付け ②金魚すくい
③わたあめ ④ビール販売
４つの役割を毎年４行政区でローテーション

その名のとおりの“地域のちっちゃな夏祭り”
として定着化
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（３）組織運営の環境変化

◆補助金の性質
旧志波姫町では、各行政区の集会施設（公
民館）の維持管理経費＋事業費
→南郷コミュニティ推進協議会についても、
同様に活動拠点である南郷コミュニティ
センターの維持管理経費＋４地区合同の
活動費としての性質で町から補助金の
交付を受けていた。

橋 本 熊 谷 大 平間 海

南郷地区コミュニティ推進協議会

旧志波姫町

ほか
13行政区

補助金

補助金

合併前

合併後

橋 本 熊 谷 大 平間 海

南郷地区コミュニティ推進協議会

栗原市

ほか
13行政区

一括
交付金

志波姫地区コミュニティ推進協議会

◆指定管理者制度への移行により、集会施設
（公民館）の維持管理経費については、受益
者負担（施設使用料、会費）にて対応すること
となった。
→南郷コミュニティ推進協議会についても、
同様に活動拠点である南郷コミュニティセン
ターの維持管理経費については、受益者負担
にて対応。
◆コミュニティ一括交付金制度の導入により、
基礎単位である自治会が交付対象。（南郷コ
ミュニティ推進協議会は対象外となった。）
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①コミュニティ推進協議会の位置づけ
一括交付金制度の導入により、自治会組織を基礎単位とする活動が主となってきており、南郷コミュニ
ティ推進協議会の位置づけが不明確になってきた。

②各集会施設の維持管理負担の増加
指定管理者制度移行に伴い、各集会施設の維持管理経緯について、受益者負担が増加したことにより、
コミュニティセンターの施設管理に係る負担の理解が得られにくくなってきている。

（４）現状の課題

制度改革に伴う運営上の課題

地域を取り巻く課題・その他の課題

①コミュニティ組織の弱体化
・自治会等のコミュニティ組織役員の固定化・高齢化によって、組織が形骸化・弱体化
・次の世代への移行がスムーズに進まず、人材が埋もれている（組織に寄り付かない…）
・人口、世帯数が減少し、自治会（行政区）単位での活動ができない（間海地区子ども会）

②自治会（行政区）内における組織の多様化
・合併後、同一自治会（行政区）の中に、自治会、自主防災組織、環境保全隊など、市民協働（地域と
行政の役割分担）という名のもとに、短期間のうちに複数の組織が設置されたが、地域住民への理解
が浸透していない。
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（５）おわりに

今後の地域づくりの方向性・展望

→原点回帰！ 共問共答！ あるべき姿を導き出す！

→地域づくり主体としての組織力の強化！

→地域主導・地域協働による地域づくりの創造！

◇南郷コミュニティ推進協議会の位置づけの明確化！
・長年、４行政区の集合体として広域的に事業展開し、地域住民にも活動が浸透してきたと思っていた
のは役員だけ・・・。
・役員の固定化等によって、いつの間にか独善的な考え方に埋もれ、マンネリ化していることすら気づかず、
事業展開を行っていた・・・。

◇地域づくり主体 ～自治会からコミュニティ推進協議会への転換～
・自治会単位の独自活動を残しながら、これまで４行政区でそれぞれ行っていた事業や事務を統一化し、
コミュニティ推進協議会が担う！（一括交付金窓口の一本化）
・地域の中で多様化・複雑化する組織を見直し、重複する事業を少しづつ統合していく！

（広域的な自主防災活動・環境保全活動などなど）
・役員構成を各構成団体長と限定せず、自薦・他薦問わず、「地域に貢献したい！」という方を積極的に
加える！（人材発掘・登用→次世代後継者の育成→組織の強化・マンネリ防止）

・自治会やコミュニティ推進協議会の「基礎」となるのは、あくまで地域住民ひとり一人のコミュニケーション
であり、その密度が高まることで、地域づくりに相乗効果をもたらす！
・地域コミュニケーションミーティング（座談会）や、かわら版により、組織運営、事業実施状況などの情報
提供、事業企画プロセスの共有化を図り、地域住民の参加拡大を目指す！
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ご静聴感謝！

◇資料作成協力

企 画 部 市民協働課 市民協働係 菅原 Ｔかし係長
産業経済部 産業戦略課 商工振興係 Ｎ妻 よへさん

Special
Tanks!!
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◇本日のミニ集会参加者のプロフィール

エントリー№１ 佐 藤 淳（サトウ ジュン） ・・・【客観的人物像：孤高の旅人 ジュンちゃん☆】
経歴 平成17年4月1日 築館総合支所市民サービス課

平成18年4月1日～ 企画部行政管理課
平成20年4月1日～ 若柳総合支所市民サービス課

現在の主な担当業務
ア．介護保険の相談、申請受付 イ．老人クラブに関する業務全般 ウ．敬老会業務全般

趣味 旅に出ること
自己アピール 午後までには考えます！

エントリー№２ 山中 英晃（ヤマナカ ヒデアキ） ・・・【客観的人物像：バンスミ山中☆、アゲアゲやまちゃん☆】
経歴 平成19年4月1日 企画部企画課

平成20年4月1日～ 企画部市民協働課
現在の主な担当業務

ア．公共交通 イ．くりこま高原駅関連施設の管理・運営 ウ．男女共同参画推進
趣味 旅行、散歩
自己アピール 自分の視野を広げられるよう頑張ります！

エントリー№３ 鈴木 敬（スズキ ケイ） ・・・【客観的人物像：通りすがりのアル中☆】
経歴 平成 5年4月1日 旧志波姫町産業課（以降スペースの都合上省略）

平成19年4月1日～ 企画部行政管理課
現在の主な担当業務

ア．行政組織 イ．行政評価
趣味 野球、ジョギング、花火観賞、キャンプ、ビール
自己アピール 自分を見つめ直せるよう頑張ります！

よろしくお願いします！

16

ニッコウキスゲは、高さ60から80センチメートルになる、ユリ科
の多年生草本です。
市内の土手や草地などに生育し、特に栗駒山の世界谷地に
群生します。花は、鮮やかな橙黄色（とうこうしょく）で美しく、朝
に開いて夕方に閉じますが、日々次々に新しく咲きます。
この姿に明るさとたくましさがあり、日々発展していく市の様を
象徴するにふさわしい花です。6月下旬には世界谷地一面に
咲き乱れ、多くの市民や登山者を魅了し、親しまれています。
全国的にも有名で、市が誇れる代表的な花です。
※橙黄色（とうこうしょく）…ダイダイの実のような、赤みを帯び
た黄色。

ヤマボウシは、高さ5から10メートルになる、ミズキ科の落葉高木で
す。
市内の丘陵地や山地に生育します。花は白い4枚の花弁状の総
苞（そうほう）が美しく、空に向けて咲きます。この様は凛として清楚・
素朴で、元気さが感じられます。
成木は6月に樹冠全体が白い花で覆われ、見事です。秋には美
しく紅葉し、庭や公園などに植えられています。果実は赤く熟して食
用になり、材は堅く、農具の柄やくさび・かんな台などに利用され、
古くから親しまれています。
この木は花の中央に頭状の小さい花が集まっていて、秋に一つの
果実を完成させます。この様は多くの市民が団結して一つの目標
に向かおうとする指標木です。
※ 総苞（そうほう）…花弁を支えている、花の付け根の緑色の部分。
菊・タンポポなどに見られる。

◇栗原市の花・木
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栗原市民憲章は，栗原市民が生活していくうえでの規範や精神的な指標となるものです。
前文では市民が目指すべき行動目標を記し，本文では理想的な栗原市をみんなで築き上げていくため
の心構え，意気込みを述べています。
また，本文は栗原市の象徴ともいえる栗駒山をモチーフとし，目標をしっかりと定め，大地を踏みしめながら，
手綱を握るように明日をつかみ，熱い思いを抱いて馬にまたがる姿を表現しています。
全体的に，地域の風土や暮らしを大事にしながら，大きくたくましい生き方を目指そうという思いを込めました。
（平成１９年９月１日制定）

18

◇アンケートのご協力について
キ リ ト リ

本日は、事例発表の場をいただき、ありがとうございます。
不慣れなため、かなりお聞き苦しかったと思いますが、このようなチャンスはめったにあるものじゃないな、と思い、発表
させていただきました。
ついては、今後の自己研鑽のため、下記アンケートに率直な感想をご記入の上、終了時間までに、そっと裏返しで
提出していただくと嬉しいです。

(1)全体的な内容は理解できましたか？
Ａ．理解できた Ｂ．理解できた部分が多い Ｃ．理解できなかった部分が多い Ｄ．理解できなかった

(2)全体的な説明時間はいかがでしたか？
Ａ．ちょうど良い Ｂ．長い Ｃ．短い

(3)具体的な説明内容についてうかがいます。
①説明がくどい部分はありませんでしたか？ Ａ．特になし Ｂ．あった（→資料○ページ： ）
②説明の不足部分はありませんでしたか？ Ａ．特になし Ｂ．あった（→資料○ページ： ）

(4)説明資料の内容はいかがでしたか？
Ａ．分かりやすい Ｂ．分かりやすい部分が多い Ｃ．分かりにくい部分が多い Ｄ．分かりにくい

(5)説明者についてうかがいます。
①説明態度について気になる点は？ Ａ．特になし Ｂ．あった（具体的には… ）
②発言・声量・スピード・その他気になる点は？

Ａ．特になし Ｂ．あった（具体的には… ）

(6)説明の中で特に印象に残ったキーワードがあればご記入ください。
（ ）

(7)その他感想などあれば、ご記入ください。
（ ）


